
 

 

 

 

 

 

【街のトピックス】 ローカルなお宝・大正通り 

 
下関で唯一の元号が命名された通りが中東地区エリア内にあります。そこは上田中町、丸山町 

です。平成 2 年に設置された道標には「文字通り大正元年に開設された中山寺から左の通 

りで、戦前ウニ工場があったが第 2 次世界大戦の下関空襲により、左右の家並みが焼失し 

た」と刻まれています。又、記念碑(写真①)に刻まれている文言から色々分かってきます。 

 

明治 32(1899)年の地図に 

よると道路らしいものは既に 

存在していたと思われます。 

多分当時は谷合の細い道で 

上田中町と岬之町、観音崎町 

の往来に不便だったのでは 

ないでしょうか。このような 

状況から地域住民が拡幅工事 

に立ち上がり実現したのでは 

ないかと推察されます。 

上田中町、岬之町、観音崎町 

の皆さんが度重なる協議を 

重ね、資金集め等奔走された 

様子が記念碑の裏面の文字か 

ら辛うじて窺えます。 

 

記念碑には、◇長さは 340 間(612m)◇道幅 2 間(3.6m)◇工費 4500 円(現在の貨幣価値に 

すると約 1800 万円)◇開通以来一帯の利便性が改善され、人・馬車・荷車・三輪自動車な

どの往来が利便になり、物流の活性により市の発展に多大効果があったと記されています。

当時、安岡からの「カネリ」も活発だったと思われますので岬之町、観音崎、細江町方面は

ひょっとするとこの大正通りを利用していたのかも知れません。この大正通りの周辺には、

隠れたお宝もあります。岬之町側には歴史ある寺院中山寺(ちゅうざんじ)、光禅寺(こうぜ

んじ)があります。又、令和 4 年度から開校しました小中一貫校名陵学園は、大正通りから

東側の通り沿いにあります。かつての測候所は近くの高台にありました。名池地区一帯は

今でも高級住宅街の雰囲気を残しており、白馬に乗って闊歩していた人がいたとか資産家

の住まいとして色々逸話が残っているそうです。 

ところで、大正元(1912)年 8 月建立された記念碑には開通は大正元年 6 月と刻まれていま

すが、明治から大正に元号が代わった 7 月 30 日(明治天皇崩御)と矛盾しています。何か理

由があると思います。この謎を何方か解明していただければ有り難いです。 

何れにしても、身近なところに隠れたお宝は結構あるものです。各自がお住まいの近くの隠

れたお宝を発見し地域交流のキッカケ、ヒントにしたいものです。先人たちが下関の発展に

当時知恵を絞り資金集めなど諸々の苦難を越えて開設したこの通りが今後とも人、物の往

来で活躍し続けることを祈ります。 
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【事務局】唐戸町 4-1 カラトピア 5 階 ☎083-250-8380 月・水・金 9 時～14 時 
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明治 32(1899)年当時の大正通りの地図・ 

赤線の部分で既に細い道があったものと思われます。 

 

 

現在の高尾線 

現在の小中一貫校の

名陵学園。明治、大

正、昭和時代にかけて

この場所は、現在の下

関商業高校、廃校にな

った中央工業高校の

前身も一時この地が教

育の場であり、この一

帯は文教の地であった 
 

元下関測候所 

明治 16(1883)年入

江町付近に開所。

その後名池町に移

転し長く活躍してい

たが、昭 53(1978)

年に竹崎町に移

転、下関地方気象

台として業務を続け

ている 

下関商業学校の前身

があった所 

丸山町 

名池町 

上田中町 

中山寺 

光禅寺 

道 標 

観音崎町、岬之町、加えて三百目と言う

地名も皆さん興味ありませんか。足元の

ローカルなお宝をみんなで発見しようで

はありませんか 

記念碑が設置され

ている場所 

丸山町 

観音崎町・岬之町 

上田中町 
名
池
町 

専念寺 

【余談】通りを歩いて見ました。前述したように、車両も

通れるよう谷合を拡張したものと思われますが、それでも

道幅は十分ではありません。今は側溝に蓋がしてあります

が、なかった頃はかなり苦労したでしょう。地元の要望と

議員さんの努力により蓋が設置され歩行等安全になりまし

た。とは言え、両サイドは崖であり所々擁壁工事はなされ

ていますが、まだ危険と思われる箇所は多々あります。注

意が必要です。 

少し大正通りを外れますが、両脇の山から出る雨水の排水

の川が今の光禅寺辺りから観音崎町に流れていたそうで、

大雨の際氾濫し観音崎町、岬之町の一部は浸水に悩まされ

ていたとのこと。今では地下に排水溝が整備され改善され

ているようです。 

道標に書かれている戦前まで大正通りに「ウニ工場」があっ

た場所が特定できませんでした。情報がありましたらお寄せ

下さい。大正通りの延長線で「葬禮通り」と言われている細

い通り(元王江小学校の下)があることを光禅寺住職から聞き

ました。明治時代の地図に「葬禮町」と表示されていること

から命名されたものでしょう。この地域には寺院が多く何か

関連があるのでしょうか。別の地図に大正通りの中間辺りに

火葬、名陵中学校辺りに避病院という表示も残っています。 

いろんな面でこの通りにまつわるお宝はまだあるかも知れま

せん 

発電所と書いてあり

ます。どんな発電所

だったのか興味があ

ります。何方か聞き

伝えでご存知ありま

せんか。 

道 標 

北 


